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問
市
観
光
案
内
所
西
口

（
〒
960
︱
８
０
３
１
栄
町
１
︱
１
）

☎
531
︱
６
４
２
８　

531
︱
８
１
６
５

週
末
フ
ァ
ー
マ
ー
体
験
講
座

追
加
募
集

時
12
月
下
旬
ま
で
の
毎
週
土
曜
日　

場
㈱
新
ふ
く
し
ま
フ
ァ
ー
ム（
土
船
）

内
畑
で
の
実
地
研
修
と
講
習
。
平
日

の
自
主
的
な
作
業
体
験
も
可
能
。　

講
㈱
新
ふ
く
し
ま
フ
ァ
ー
ム
の
職
員

な
ど　
対
野
菜
栽
培
に
興
味
が
あ
る

方
、
ま
た
は
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
方　
定
先
着
順　
料
保
険
料
の
み

持
昼
食
・
作
業
用
の
服
装
な
ど　

申
電
話
か
❶
住
所
❷
氏
名
❸
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク

ス
で

問
農
業
企
画
課
☎
525
︱
３
７
２
６

533
︱
２
７
２
５

木
造
住
宅
耐
震
改
修
・

耐
震
診
断
希
望
者
募
集
中

内
❶
耐
震
改
修　
募
集
戸
数
／
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額
／
耐
震
改
修
の
工
事
費
の

２
分
の
１
（
一
般
耐
震
改
修
：
最
大

100
万
円
、
簡
易
・
部
分
耐
震
改
修
：

最
大
60
万
円
）

※
耐
震
診
断
の
結
果
、耐
震
基
準
に
満

た
な
い
住
宅
が
対
象
。要
事
前
相
談
。

❷
耐
震
診
断　
募
集
戸
数
／
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
費
用
／
７
５
０
０
〜
９
千
円

◆
❶
❷ 

共
通

対
象
住
宅
／
次
の
全
て
に
該
当
す
る

市
内
の
木
造
住
宅
①
所
有
者
自
ら
が

居
住
②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
ま
た
は
建
築
③
３
階
建
て
以
下

か
つ
400
㎡
未
満
で
、
在
来
軸
組
工

法
・
伝
統
的
工
法
な
ど
に
よ
り
建
築

申
込
期
間
／
10
月
31
日
㈭
ま
で

※
実
施
枠
に
達
し
次
第
申
し
込
み
終
了
。

※
❶
耐
震
改
修
と
❷
耐
震
診
断
は
併

せ
て
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

問
開
発
建
築
指
導
課
☎
572
︱
５
７
２
４

市
内
の
遺
跡
発
掘
調
査

作
業
員
募
集
！

対
高
校
生
を
除
く
18
歳
以
上　

申
電
話
か
❶
住
所
❷
氏
名
❸
年
齢
❹

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、フ
ァ
ク
ス
で

※
後
日
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

問
（
公
財
）
市
振
興
公
社
文
化
財
調

査
室

☎
553
︱
９
５
９
０　

553
︱
９
４
５
９

再
就
職
を
目
指
す
女
性
を

支
援
し
ま
す
！

内
仕
事
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
再
就
職

に
不
安
の
あ
る
女
性
求
職
者
の
方
！

２
週
間
の
事
前
研
修
を
受
け
て
直
接

雇
用
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？
求
人
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
提
供
し

ま
す
。　
対
再
就
職
を
希
望
す
る
女

性
求
職
者　
申
電
話
で
（
月
〜
金
曜

日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

申 

問
㈱
ト
ー
ネ
ッ
ト

☎
０
１
２
０
︱
650
︱
110

花
の
ま
ち
チ
ャ
レ
ン
ジ
ガ
ー

デ
ン
第
14
期
メ
ン
バ
ー
募
集

内
花
で
飾
ら
れ
て
い
る
お
庭
や
玄
関
、

店
先
な
ど
を
一
般
の
方
に
公
開
し
、

交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
締
め
切
り
／
９
月
30
日
㈪
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

対
市
内
在
住
の
個
人
、
団
体
、
店
舗
、

企
業
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
公
園
緑
地
課
☎
525
︱
３
７
３
７

働
く
女
性
応
援
企
業
認
証

事
業
・
障
が
い
者
雇
用
推

進
企
業
認
証
事
業

対
市
内
に
本
社
・
主
た
る
事
業
所
の

あ
る
中
小
企
業　
申
10
月
11
日
㈮
ま

で
に
必
要
書
類
と
申
請
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
可
）
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
商
業
労
政
課
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
で

問
商
業
労
政
課
☎
525
︱
３
７
２
０

市
営
墓
地
の
使
用
者
募
集

使
用
者
か
ら
返
還
さ
れ
た
墓
地
区
画

／
御
山
墓
地
11
区
画
、
岩
谷
墓
地
５

区
画
、
渡
利
墓
地
３
区
画
、
天
王
寺

墓
地
１
区
画
、
新
山
霊
園
13
区
画

※
９
月
２
〜
30
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
に
募
集
要
項
・
申
込

書
を
環
境
課
窓
口
に
て
配
布

対
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
（
新
山

霊
園
は
市
外
の
方
も
可
。
た
だ
し
市

内
に
住
所
を
有
す
る
方
を
優
先
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

申
10
月
１
〜
11
日
に
申
込
書
と
住
民

票
を
直
接
持
参
の
上
、
窓
口
で

※
遺
骨
を
有
し
て
い
る
場
合
は
、埋・火
葬

許
可
証
を
持
参
し
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
☎
525
︱
３
７
４
２

土壌汚染対策法に基づく区域指定のお知らせ

　土壌汚染対策法に基づき、特定有害物質によって
汚染されており、土地の形質の変更をしようとする
ときの届出をしなければならない区域（形質変更時
要届出区域）として、次のとおり指定します。

【形質変更時要届出区域として指定する区域】
福島市入江町43番１の一部

【土壌汚染対策法施行規則 第31条第1項の基準に適
合していない特定有害物質の種類】
ヒ素およびその化合物
問環境課　☎573−2557

P16〜21のこの欄は広告です。広告の内容について詳しくは、各広告主にお問い合わせください。
広告掲載を希望される方は、㈱オリエンタル・エージェンシー☎523−3361にお問い合わせください。

市
特
定
創
業
支
援
事
業
「
と

う
ほ
う
創
業
支
援
塾
」
開
講

９〜12月時
９
月
17
日
㈫
、10
月
15
日
㈫
、11
月

12
日
㈫
、12
月
17
日
㈫
午
後
５
時
30
分

〜
７
時
30
分
、11
月
12
日
の
み
午
後
３

時
30
分
〜
７
時
30
分　
場
東
邦
銀
行

本
店　
講（
一
社
）県
中
小
企
業
診
断

協
会
中
小
企
業
診
断
士　
対
創
業・

第
２
創
業
、ま
た
新
規
参
入
を
お
考

え
の
方　
定
10
人（
先
着
順
）

申
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
得
可
）
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
か
東
邦
銀
行
各
営
業
店
に

持
参
で

問
東
邦
銀
行
法
人
営
業
部

☎
523
︱
０
９
７
２　

523
︱
１
４
８
２

市
民
の
く
ら
し
の
講
座　
直
伝
！

家
計
管
理
術
〜
無
駄
を
減
ら
し
て

く
ら
し
に
ゆ
と
り
を
〜�

無
料

10月時
10
月
１
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
ア
オ
ウ
ゼ　
内
家
計
を
適
切
に
管

理
す
る
方
法
を
学
び
、
日
々
の
暮
ら

し
を
見
直
し
ま
し
ょ
う　
講
金
融
広

報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
宍し

し
ど戸
美み

か香
さ
ん

定
40
人（
先
着
順
）　
申
電
話
で

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
525
︱
３
７
７
４

第
48
回
女
性
大
学
講
座（
全
４
回
）

10・11月時
10
月
15
・
29
日
、
11
月
５
・
12
日

午
前
10
時
〜
正
午　
場
市
民
会
館
ほ

か　
内
「
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
」を
テ
ー
マ
に

身
近
な
健
康
や
地
域
に
つ
い
て
学
ぶ

定
100
人（
先
着
順
）　
料
400
円（
資
料
代
）

申
10
月
１
日
㈫
ま
で
に
電
話
で

問
生
涯
学
習
課
☎
525
︱
３
７
８
３

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

10月時
10
月
19
日
〜
令
和
２
年
１
月
25
日

毎
週
土
曜
日
午
後
１
〜
４
時（
11
月

23
日
、12
月
28
日
、１
月
４
日
を
除
く
）

内
耳
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
相
手

の
話
す
言
葉
を
筆
記
通
訳
す
る
要
約

筆
記
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
。　
講
要
約

筆
記
ふ
く
し
ま
、
福
島
パ
ソ
コ
ン
要

約
筆
記
、
福
島
県
中
途
失
聴
・
難
聴

者
協
会　
対
市
内
在
住
者
で
全
12
回

出
席
で
き
る
方　
定
15
人（
先
着
順
）

料
500
円　
申
10
月
４
日
㈮
ま
で
に
電

話
か
❶
氏
名
❷
住
所
❸
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
で

問
腰
の
浜
会
館
（
火
曜
日
休
館
）

☎
533
︱
５
２
６
１　

533
︱
５
２
６
２

募
　
集

わ
く
ふ
く
イ
ン
ス
タ
フ
ォ
ト
コ
ン

「
秋
」の
投
稿
募
集
中
！

時
募
集
期
間：９
月
６
日
〜
12
月
５
日

問
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
室

☎
572
︱
５
７
１
８

　

仕
事
体
験　
参
加
者
募
集

期
間
／
３
〜
５
日
間
（
随
時
募
集
）

体
験
可
能
事
業
所
／
市
内
の
事
業
所

約
210
社　
内
小
売
業
・
飲
食
業
な
ど

実
際
の
仕
事
を
体
験　
対
一
般
求
職

者
、
学
生
（
18
歳
以
上
）

申 

問
福
島
商
工
会
議
所

☎
536
︱
３
９
０
０

「
い
き
い
き
健
康
長
寿
講
演
会

＆
市
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
研
修

会
」受
講
生
募
集�

無
料

時
９
月
25
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
受
付
：
午
後
０
時
30
分
）　
場
と
う

ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ
ン
タ
ー

（
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）　
内
フ
レ
イ
ル

予
防
の
意
義
と
重
要
性
を
啓
発
し
、介

護
予
防
へ
の
意
欲
を
高
め
る
講
演
会

講
第
１
部
：
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の

池い
け
だ田
昌ま

さ
ひ
ろ弘
さ
ん　

第
２
部
：
快

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
研
究
所
長
の
吉よ

し
い井

雅ま
さ
ひ
こ彦
さ
ん　
対
市
民　
定
500
人　

持
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
動
き
や
す

い
服
装　
申
９
月
18
日
㈬
ま
で
に
電

話
か
❶
氏
名
❷
住
所
❸
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
で

問
長
寿
福
祉
課

☎
529
︱
５
０
６
４　

526
︱
３
６
７
８

第
15
期

「
ふ
く
し
ま
花
案
内
人
」

養
成
講
座
受
講
生
募
集

時
10
月
８・29
日
、11
月
12・26
日
、12

月
10・17
日
、１
月
14・28
日
、２
月
４

日（
全
９
回
）　
場
市
民
会
館
ほ
か　

内
花
見
山
や
市
内
の
花
の
名
所
の
案
内

な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

養
成
講
座　
対
18
歳
以
上
で
年
間
を

通
し
て
活
動
で
き
る
方　
定
20
人　

料
600
円（
資
料
代
）　
持
昼
食　

申
９
月
15
日
㈰
ま
で（
必
着
）に
❶
郵

便
番
号
❷
住
所
❸
氏
名
❹
年
齢
❺
性

別
❻
職
業
❼
電
話
番
号
と
フ
ァ
ク
ス

番
号
❽
応
募
動
機
（
400
字
程
度
）を
明

記
の
上
、郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、ま
た
は

メ
ー
ル（kankou

＠f-kankou.jp

）で
。

※
養
成
講
座
に
関
す
る
事
前
説
明
会

を
９
月
10
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
ま
で
市
民
会
館
で
開
催
（
欠
席
の

場
合
で
も
申
し
込
み
可
）。

　今後20年間の下水道事業（汚水）の持
続的かつ適正な運営・実施の方針につい
て検討していただく委員を公募します。
検討内容／❶汚水処理施設未整備区域の
今後の整備方針
❷農業集落排水などの今後のあり方のほ
か、効率的な事業運営について
任期／委嘱の日（10月下旬予定）から長
期計画決定の日まで（約１年４回程度）

（報償費あり）
定１人程度
対次の全てに該当する方
　①市内在住②18歳以上③本市の議会
議員・職員でない④本市のほかの付属機
関の委員になっていない⑤平日昼間の会
議に参加可能
申９月20日㈮まで（必着）に下水道建設
課に備え付け（市ホームページからも取
得可）の申込書に必要事項を明記の上、
400字以内の小論文「福島市下水道の将
来像について」を添えて、持参か郵送、
ファクス、または市ホームページから。
※申込書、小論文はお返しできません。
問下水道建設課　
　☎525−3769　 534−8228

下水道（汚水）の長期計画
検討委員を募集します

福島市役所 〒960−8601 福島市五老内町3−1　　☎535−1111㈹

「講座　信夫山物語」受講生募集
時令和元年10月〜令和３年３月
開講式／10月３日㈭午後１時30分〜４時（予定）
内２年間（10回程度）の課程で、座学とフィール
ドワークにより信夫山の歴史と文化をより深く学ぶ
ここでしか聞けない講座　　料600円（保険料など）
講県民俗学会顧問の懸

か け た
田弘

ひろのり
訓さんほか

定10人（応募多数の場合は抽選）　
申９月20日㈮までに❶氏名❷住所❸年齢❹電話番
号を明記の上、はがきかファクスで
問じょーもぴあ宮畑　☎573−0015　 573−0016


